
守
る
」こ
と
で
、獣
害
対
策
・
里
山
保
全
↓

狩
猟
↓
製
造
加
工
↓
販
売・サ
ー
ビ
ス
と
い

う
一
連
の
流
れ（
下
段
フ
ロ
ー
図
参
照
）を

視
野
に
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
。「
特
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
は
、地
元
農
家
集
落
に

対
す
る
獣
害
対
策
自
立
支
援
で
す
。被
害

を
受
け
て
い
る
方
々
に
、自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
の
が
ポ
イ

ン
ト
」と
興
膳
さ
ん
。

　

猪
鹿
庁
は
２
０
０
９
年
よ
り
、集
落
を
対

象
に
講
習
会
や
捕
獲
支
援
、猟
具
レ
ン
タ

ル
、捕
獲
後
の
処
理
支
援
な
ど
を
実
施
し

て
き
た
。開
発
し
た
捕
獲
檻「
肉
の
畑
」は

実
用
新
案
特
許
を
取
得
し
、現
在
８
集
落

に
19
基
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、猪
鹿

庁
の
活
動
に
よ
り
、集
落
で
新
規
に
狩
猟

免
許
を
取
得
し
た
人
が
８
名
、捕
獲
補
助

員（
郡
上
市
の
研
修
を
受
け
、檻
の
設
置
補

助
・
見
回
り
・
餌
ま
き
を
す
る
人
）が
78
名

と
な
っ
た
の
も
大
き
な
成
果
だ
。興
膳
さ
ん

　

２
０
１
５
年
11
月
19
・
20
日
の
２
日
間
、

岐
阜
県
郡
上
市
の
母
袋
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、特
定
非
営
利
活
動
法

人
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
の
仲
間
た
ち
が
主

催
す
る
第
４
回
「
け
も
の
塾
」
が
開
催
さ

れ
た
。当
日
は
、北
海
道
〜
愛
媛
県
の
各

地
か
ら
、林
業
支
援
団
体
・
地
域
お
こ
し

協
力
隊
・
学
生
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
17
名

と
、「
け
も
の
塾
」
関
係
者
11
名
が
参
加

し
、「
猪
鹿
庁
の
作
り
方
」「
獣
害
対
策
支

援
現
場
の
視
察
」「
解
体
処
理
施
設
の
見

学
」
を
メ
ニ
ュ
ー
と
す
る
研
修
が
行
わ
れ

た
。過
去
３
回
は
、座
学
で
「
野
生
動
物

生
態
概
論
」「
被
害
防
止
計
画
立
案
」
な

ど
、実
習
で
は「
集
落
環
境
診
断
」「
電
気

柵
」「
捕
獲
技
術
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技

術
）活
用
に
よ
る
被
害
対
策
手
法
」な
ど
を

実
施
。

　

こ
の
獣
害
対
策
技
術
研
修
会「
け
も
の

塾
」を
運
営
す
る
の
は
、４
団
体
で
構
成
さ

れ
た
「
一
般
社
団
法
人
ふ
る
さ
と
け
も
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森

の
仲
間
た
ち
の
一
部

門
・
獣
害
対
策
専
門

チ
ー
ム「
猪
鹿
庁
」

が
そ
の
一
員
で
あ

り
、事
務
局
も
同
団
体
内
に
置
か
れ
て
い

る
。ち
な
み
に
、他
の
３
団
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
新
潟
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
リ
サ
ー
チ（
新

潟
県
）、合
同
会
社
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ（
千
葉
県
）、

そ
し
て
特
定
非
営
利
活
動
法
人
甲
斐
け
も

の
社
中（
山
梨
県
）。

　

初
日
の
座
学「
猪
鹿
庁
の
作
り
方
」を
担

当
し
た
の
は
、メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
の
仲
間

た
ち
の
代
表
理
事
で
あ
り
猪
鹿
庁
長
官
の

興
膳
健
太
さ
ん
。猪
鹿
庁
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
猟
師
と
し
て
生
き
、猟
師
と
し
て
山
を
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い
わ
く
、「
皆
さ
ん

獣
害
対
策
と
い
う

と
、ど
う
し
て
も

捕
獲
数
に
目
が
向

き
が
ち
で
す
が
、

生
息
環
境
の
変
化

な
ど
で
数
が
多
い

年
も
あ
れ
ば
少
な

い
年
も
あ
る
。
捕

獲
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、地
元
の
捕
獲
体
制

を
い
か
に
強
化
し
て
い
く
か
、そ
こ
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
」。タ
イ
ト
ル
は「
猪
鹿
庁

の
作
り
方
」だ
が
、内
容
は
ズ
バ
リ
地
域
に

お
け
る
獣
害
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
け
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

現
在
４
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、今

後
は
、全
国
で
志
を
同
じ
く
す
る
団
体
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、「
Ｆ
Ｋ
Ｎ
47
」
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

興
膳
さ
ん
は
、そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

「
Ｆ
Ｋ
Ｎ
の
Ｆ
は〝Furusato

〞の
エ
フ
。

私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
、つ
ま

り
地
元
に
こ
だ
わ
っ
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
獣
害

対
策
は
全
国
一
律
で
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、そ
の

地
域
特
有
の
要
因
が
大
き

い
。
自
然
環
境
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、適
し
た
わ
な
の

種
類
、防
護
ネ
ッ
ト
か
電
気

柵
か
、猟
友
会
と
の
関
係
、行
政
と
の
連
携

な
ど
、検
討
す
べ
き
こ
と
は
実
に
多
い
の
で

す
。各
地
域
で
活
動
す
る
団
体
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
・
活
用
す
る『
Ｆ
Ｋ
Ｎ
47
』を
、ぜ
ひ
実
現

し
た
い
で
す
ね
」

　
　
　
　
　
　
　

●

　

各
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積・公
開
し
て

い
る「
け
も
の
塾
」。今
後
の
活
躍
、そ
し
て

全
国
展
開
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

獣害対策で地域を元気にする！
取材協力
NPO法人メタセコイアの森の仲間たち
http://metamori.org/
猪鹿庁
http://inoshika.jp/

スキー場ロッジの大広間で開催された座学の様子

猪鹿庁のマーク

「
ア
カ
ル
イ
ミ
ラ
イ
」は

地
域
に
あ
る
。

狩
猟
を
６
次
産
業
化
し
て

里
山
で
生
き
て
い
く
！
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猪鹿庁が支援する集落の人が仕掛けた
「くくりわな」の現場を視察
猪鹿庁が支援する集落の人が仕掛けた

郡上漁業協同組合の「長良川源流の森」植樹現場を
視察。猪鹿庁が獣害対策を支援している
郡上漁業協同組合の「長良川源流の森」植樹現場を

「くくりわな」の近くに設置された
センサーカメラ
「くくりわな」の近くに設置された研修会初日の朝「くくりわな」でシカを捕獲。

夕方、解体の体験会が開催された
研修会初日の朝「くくりわな」でシカを捕獲。

解体処理施設で年間100頭のシカやイノシシ
をさばく猪鹿庁のメンバーから説明を受ける

獣
害
対
策
の
技
術
研
修
会

「
け
も
の
塾
」

示
唆
に
富
む
座
学

「
猪
鹿
庁
」の
作
り
方

目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

Ｆ
Ｋ
Ｎ
47

猪鹿庁のメンバー。前列中央で猟銃を
構えているのが長官の興膳健太さん

里山保全と猟師の6次産業化

●農家集落自立支援活動
●林業者支援活動
●植樹、海岸清掃
●漁師との交流

●実猟
●プロ化
●猟友会活動
●狩猟システム開発

●食肉処理業
●食肉加工業
●食品衛生管理
●解体技術

●イベント販売
●会員制度
●狩猟学校
●エコツアー

獣害対策・里山保全 狩猟 製造加工 販売・サービス

農林水産省によると、2013年度の「全国の野生鳥獣による 農作物被害」は約199億円で、このうちシカが約76億円、
　イノシシが約55億円。この問題にどう取り組むべき か、獣害対策の最前線「けもの塾」の現場を訪ねた。

助成団体レポート

行ってみました！
「けもの塾」の

現場




